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前橋赤十字病院では 2002 年 7 月に輸液ポンプによる医療事故が発
生し、同 11 月に医療機能評価認定を自主返還した。その後、諸種













Management System 以下 QMS) キックオフを 2007 年 7 月に行っ
た。
QMS を院内に推進するため、診療部長を部会長とした QMS 部会
を立ち上げ、病院長を統括責任者とした。当初は PFC( プロセスフ
ローチャート ) を主体として業務の可視化・標準化を推進してきた
が、QMS はプロセスとアウトカムで PDCA を回して、医療安全・
医療の質向上を目指していくことがより重要と考え、2011 年 4 月
に外部有識者を当院に招聘して、臨床指標の院内講演会を開催した。
その後、医療の質を評価する質指標 (Quality Indicator 以下 QI) を
本格的に展開するために、各診療部に必要と思われる QI 項目を提
出してもらい、精査しながら作成し、その結果を診療部長に確認し
てもらうことにした。そして、2011 年 9 月より日本病院会 QI 推進
事業に参加してプロセス・アウトカムを織り交ぜながらの医療安全・
質向上に試行錯誤しながら取り組んでいる。
また、2014 年 3 月に ISO9001 を認証取得し、内部監査などを更に
強化して、医療安全・医療の質向上に対する職員の意識も更に強く
なった。
今後は、業務の可視化及び標準化に QI をうまく活用した医療安全・
質向上体制を構築していく。
また、日本赤十字社でも 2013 年から外部有識者を含めた医療の質
評価検討委員会を立ち上げ、QI について検討を重ね、2014 年から
試行的に全医療施設を対象とした QI への取り組みを開始した。
